
　香我美町内企業２社が支払う水道使用料で運営されて

います。

　水道事業経営のために設けられた、独立採算性の会計で

収入の大部分は私たちが支払う水道使用料です。

特別会計　96億6,298万円

一般会計　180億4,305万円

企業会計

工工業用水道事業会計 水水道事業会計

収益的（収入）3億9,611万1千円　 (支出）3億9,917万8千円

資本的（収入）1億3,435万円      (支出）3億5,362万円
収益的（収入）4,245万7千円　    (支出）3,232万6千円

資本的（収入）5,110万円　       (支出）7,424万9千円

易水道特別会計（1億9,466万円）

害者自立支援審査会特別会計（143万円）

民健康保険特別会計(41億9,598万円）

人保健特別会計（5億8,558万円）

護保険特別会計（27億9,191万円）

水道事業特別会計（10億9,376万円）

業集落排水事業特別会計（3億4,975万円）

業集落排水事業特別会計（3,392万円）
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期高齢者医療保険特別会計（4億902万円） 業団地造成事業特別会計（697万円）後 工
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※人件費…議員報酬や職員の給料など

※物件費…選挙や戸籍・防災・交通安全・統計・市の庁舎管理など

※扶助費…学校教育や文化財保護・スポーツ振興・公民館活動など

※公債費…市債の返済のための経費

※補助費…一部事務組合・各種団体への補助金

※繰出金…特別会計への繰出金

※積立金…基金の積み立て

※普通建設・維持修繕費…市道や建物の整備・建設
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平成20年度　市の予算と仕事 平成20年度　市の予算と仕事　　

一般会計歳出

一般会計歳入

■自主財源

　32％

■依存財源

　68％

　
人
件
費
は
職
員
数
の
減
少
に
よ
り
昨
年
に

比
べ
５
千
６
百
万
円（
１
・
６
％
）を
削
減
。

　
公
債
費
は
昨
年
に
比
べ
７
億
７
百
万
円

（
20
・
６
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

補
償
金
免
除
の
借
金
を
繰
上
償
還
す
る
た
め

で
す
。

　
普
通
建
設
事
業
は
、
昨
年
に
比
べ
５
億
１

千
５
百
万
円
（
21
・
１
％
）
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
化
な
ど
の
大
型
事
業
を
行
う
た
め
で

す
。
　
積
立
金
は
、
昨
年
に
比
べ
５
億
３
百
万
円

（
60
・
９
％
）の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

昨
年
ま
で
積
み
立
て
て
い
た
庁
舎
建
設
基
金

５
億
円
が
無
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
、
昨
年
に
比
べ

２
億
９
百
万
円
（
11
・
６
％
）
の
減
少
と
な
っ

た
の
は
、
約
３
億
４
千
７
百
万
円
を
補
助
費

の
中
で
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会
負
担

金
と
し
て
、支
出
す
る
た
め
で
す
。

税金や国からの交付金が主な収入で、道路の整

備や福祉サービスの提供など、市の基本的な仕

事をするもの。

国民健康保険や介護保険などで特定の収入で

その支出が賄われるもの。

水道事業などで、その仕事自体に収益(使用料など)があり、

支出を収益で賄っているもの。

※地方交付税…地方自治体のサービス水準を一定に保つため

              国税の一定割合を、国が地方へ交付するもの

※国・県支出金…特定の事業の財源として、国や、県が自治体 

               に交付する補助金など

※地方債…施設の建設や土木工事などの費用の一部を、金融

          機関などから借りたお金

※19年10月から企業誘致推進のため新しくできました。
19年度から３カ年計画で、工業団地の用地取得や造成
工事を行うための会計です

※4月から後期高齢者医療制度運用のため新しくできました。
75歳以上（65歳以上で障害認定を受けている人）の高齢者の
保険料を集めて広域連合へ納付するための会計です

　一般会計では前年度予算額約170億２千万円

に比べ約10億２千万円の増額となった予算編成。

　市税のうち市民税では、原油の資材価格高騰

などで農業や商業などの所得が減少し、前年度

に比べ約１億３千５百万円の減額となりました。

市税全体では前年度に比べ４・１％減。

　地方債（借金の借り入れ）としては、ケーブル

テレビの光化に約７億２百万円、赤岡市民館新

築に約３億８千３百万円。合併振興基金造成事

業のための借り入れとして２億６千６百万など

が計上されています。
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NEW
地方譲与税
等各種交付金
５億6,373万円

基金繰入金

歳入
180億
4,305万円

地方交付税

国補助金

県補助金

地方債

37.8%

8.4％

5.2％
13.5％

68億2,000万円

15億1,788万円

24億3,650万円

９億2,666万円

市  税

17％
30億5,744万円

17億5,806万円

9.7％

使用料・手数料等

９億6,278万円

5.3％

３.1％

公債費

物件費

19.9％

12.5％

10.1％
23.0％

6.6％

8.8％

1.8％
17.3％

普通建設・
維持修繕費など

繰出金

扶助費

積立金

補助費

人 件 費

歳出
180億
4,305万円

35億9,154万円

22億6,193万円

18億1,825万円
41億4,674万円

11億8,535万円

15億9,357万円

３億2,267万円

31億2,300万円

地方債（借金）の残高推移

平成18年度決算額　400億3,749万円　　

平成19年度見込額　382億7,563万円　　

平成20年度見込額　371億3,971万円　　

※事業の見直しや、借金の繰上償還

により借金残高は、18年度をピーク

に減少する見込みとなっています。

※予算不足を補うことができる

基金残高は、５年後には15億２千

８百万円が減少する見込で、自由

に使える基金が少なくなってい

ます。

予算不足を補うことができる
基金の残高推移

↓
平成20年度見込額　 36億4,400万円　　

平成24年度見込額　 21億1,600万円　　

５年が経過すると

　　広報こうなん 2008.4(７) 広報こうなん 2008.4 (６)


